
(様式）

学校名 三木市立別所認定こども園

1　 学校教育目標 ４　自己評価方法の適切さについての学校関係者評価

２　本年度の重点目標

（１）身近な自然の動植物や小虫に触れる機会を多くもち、直接体験・感動体験を通して、豊かな感性を育てる。

（２）一人ひとりの個性や発達段階の理解に努め、個々の課題に応じた支援や環境構成をし、友だちと思い合える関係、思い合える仲間づくりをする。

（３）家庭や地域の方にこども園の教育・保育内容を様々な方法で工夫して伝える。

３　自己評価結果（達成状況）【　Ａ：達成している　　Ｂ：概ね達成している　　Ｃ：あまり達成していない　　Ｄ：達成していない　】 ５　評価の観点ごとの学校関係者評価

評価の観点 評価項目（取組内容） 取組(達成）の状況 評価 学校自己評価結果及び改善の方策の適切さについての評価

教育課程・指導

・幼保連携型認定こども園教育要領に応じた
指導方法の工夫をする。
・異年齢での遊びや生活を通して社会性を培
う。
・他園や様々な人との交流、実体験を通して
人とのかかわりを学ぶ。
・幼児教育と小学校教育の円滑な接続の推
進。
・一人ひとりの子どもの内面理解や発達段階
を踏まえた指導内容の工夫をする。　等

・多面的に子どもを捉えられるよう教職員間で話し合い、個人支援案を
作成し、発達に即した支援の方向性を共通理解した。
・子どもたちが安心して園生活を過ごせるよう、一人ひとりの乳幼児理
解に努めた。
・発達のスピードに個人差が大きい0.1歳児はゆるやかな担当制を導入
し、子どもの性格や状況に応じた柔軟な保育を行い、信頼関係の構築に
努めた。
・公立民間にかかわらず、お互いの保育を公開し、一緒に学ぶ機会をも
ち、教職員の資質向上を図った。

A

〇自己評価Aは妥当である。

・三木市共通カリキュラムに加えて、個人のカリキュラムができ
ているのが良い。
・乳児において担当制を導入したことによって、よかったという
点を記入してはどうか。
・研修もよくされている。研修の報告もしっかりされているの
で、研修報告の工夫している点についても明記したらよいのでは
ないか。

道徳・人権教育

・様々な経験や体験を通して道徳性や規範意
識の芽生えを育成をする。
・身近な自然や動植物に親しみ、命を大切に
する心の育成を行う。（一鉢栽培の実施な
ど）
・「一人ひとりを大切にする保育」について
改めて考え、実践する。
・絵本の読み聞かせの実施及び絵本貸し出し
の実施　  等

・神戸地方法務局の「人権教室」を開催し、人権について子どもたちに
もわかりやすく学ぶことができた。
・健康増進課の助産師や保健師を招き、命の大切さや自分の身体（プラ
イベートゾーン）を守ることについて学んだ。
・飼育物や四季折々の自然との出会いの中で、感動体験や命に実際に触
れる経験を大切に取り上げて保育した。
・保護者にお声かけをしたところ、昨年度よりもわずかではあるが希望
者が増えた。参観日や公民館、隣保館で読み聞かせの感想や写真を掲示
し、ほかの保護者にも興味をもってもらえるよう努めた。

A

〇自己評価Aは妥当である。

・生き物にふれるなど、直接体験を多くされていることは良い。
・残念な経験にならないよう、どうしたら、よりよく飼育できる
かよく調べて育ててほしい。
・生き物に命があることを知るということも大事だと思う。飼育
するのをやめようでは教育にならないので、今のように生き物に
ふれながら、できるだけ命が無くなることがないように努めて
いっていただきたい。

特別支援教育

・支援の必要な園児の情報共有を全職員で行
う。
・一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援を
綿密に行う。
・家庭や専門機関との連携・訪問指導（にじ
いろ、ゆらんこ、るーと、各病院　等）を行
う。等

・専門機関と連携し、子ども一人ひとりに応じた支援について学び、教
職員間で情報共有するとともに、必要な支援について共通理解を深め
た。
・園外保育や行事などでは、環境が変わるため戸惑うことが予測される
ため、事前に教職員間で話し合い、臨機応変に対応できるよう努めた。
・園外の研修（療育連絡会、人権研修会など）に参加し、教職員のスキ
ルを高める研修を重ねた。

A

〇自己評価Aは妥当である。

・園が専門機関と保護者や園児とを的確に繋ぐ役目を果たしてい
る。保護者の悩みがすぐに専門機関に繋がっている。今後も橋渡
し役を続けていってほしい。
・発達相談に保護者と一緒に教職員も同行していることで、保護
者の安心感に繋がっている。

家庭・地域との
連携

・信頼される園づくりに努める。
・家庭や地域の方々への情報発信の仕方を工
夫する。
・子どもの心の育ちや発達を伝える工夫を行
う。
・ホームページ、園だより、クラスだよりな
どの充実を行う。
・願いを込めたこども園の歌を園と保護者で
力を合わせてつくる。　　　　　　等

・小学生との交流を通して、就学に向けての憧れや安心感をもつことに
つながった。
・老人クラブとの交流や他園児との交流、他校種との交流を通して、
様々な人とかかわる機会をもった。
・オープンこども園では、時間をずらしたり、内容を工夫したりして、
保護者に園での子どもたちの遊びの姿を見てもらえるよう工夫した。
・保護者との懇談「おしゃべりタイム」を継続し、希望者だけでなく、
学年ごとに全家庭との懇談機会を設け、子どものことについて語り合え
るようにした。
・園歌プロジェクト委員会を開催し、子どもたちや保護者から集めた言
葉をもとに、念願の園歌を完成させることができた。

B

〇自己評価Bは過小評価であり、Aが妥当である。

・長年の念願であった園歌が完成したことは大きい。保護者と子
どもたちの言葉を合わせて、０歳児から５歳児までみんなが楽し
く歌える歌を作ることができたのがとても良い。
・丁寧に保護者とかかわることができている。保護者との信頼関
係の構築に努められている。

健康・安全教育
防災教育

・避難訓練の実施を継続し、様々な時間、場
所などの変化をつけ、より実際に即した訓練
となるようにする。
・熱中症対策に努める。
・様々な感染症予防の対策を行う。
・安全対策に努める。　　　　　　等

・避難訓練の実施日は知らせるが時間は知らせず、いついかなるときで
も対応できるよう、より実際に即した訓練を行っていった。
・消防署より消防士を招き、避難訓練を見ての助言をもらうとともに、
教職員の消火訓練やAED救急講習を実施し、園児の安全を守れるよう学
んだ。
・夏季には熱中症アラームを設置し、温度・湿度により遊ぶ時間帯を変
えたり、室内に避難したりするなどして熱中症対策を行いながら、遊び
の内容についても工夫した。
・門の開閉についてはアラームを設定して確認を徹底し、安全確保に努
めた。

B

〇自己評価Bは妥当である。

・門の開閉については、安全確保のため続けてほしい。
・不審者対応についても避難訓練をしているということは評価で
きる。そのことを保護者にも伝えて安心感をもってもらう方が良
い。

○自己評価方法は適切である。

・今年度より、紙ではなく、スマホやパソコンによるア
ンケート（すぐーる配信）になったことで、保護者から
の回収率が上がっているのが良い。

・ありとあらゆる災害等に備え、毎月の避難訓
練を見直しながら、進めていく。
・危機管理にこれで十分というのは無いので、
これからも常に見直しながら進めていく。

令和5年度　学校評価　学校関係者評価書

・保育の振り返りや研修を重ね、より子どもの
内面を理解し、教育・保育の質の向上に努めて
いく。
・子どもの発達段階に応じて、よりよい行事の
あり方について考えていく。

改善の方策

・自然にふれ、感動体験を大切にしながら、生
き物の命を感じられるようにし、優しい思いを
もって世話ができるよう支援していく。
・人権研修では、今後も自己研鑽に励み、職員
の人権感覚を磨いていく。

・関係機関との連携を深め、より具体的な指導
支援について学ぶ機会を増やす。
・個々に応じた具体的な支援ができるよう、職
員間の共通理解に努めていく。

・今後もこども園の保育内容を保護者や地域の
方に知っていただく方法の工夫や信頼関係の構
築により心がける。
・交流では、事前の打ち合わせにとどまらず、
事後の反省を次に活かしていく。
・完成した園歌を子どもたちと歌い、長く親し
まれるよう努めていく。

（１）心も身体も元気な子　　　　（２）友達を大切にするやさしい子　　　　（３）よく聞き、よく考え自分の思いがはっきり言える子


